
 

 

野田市一般廃棄物処理基本計画（ごみ編）（素案）に対する意見募

集の結果について 

 

 

平成３０年１月５日(金)から平成３０年２月７日(水)までの間ご意見の募集

を行いましたが、寄せられたご意見はありませんでした。 

 

 

資料１ 



 

 

指定ごみ袋容量交換制度について 

 

指定ごみ袋の容量選択制については、第２回審議会において、指定ごみ袋の無料

配布枚数の見直しと併せて平成３０年度に、指定ごみ袋制度そのものについて、廃

棄物減量等推進員地区代表者会議のご意見も伺いながら、見直しを検討することで

ご決定をいただきました。 

そこで、どのぐらいの市民ニーズがあるか、また、制度を導入した場合のごみ排

出量の状況はどのようになるかなどの状況を把握し、容量選択制の実施に向けた仕

組みづくりや、審議の資料としたく、平成３０年度から以下のとおり試行します。 

 

１ 現在の指定ごみ袋無料引換券の容量交換 

① 交換条件 

指定ごみ袋の容量交換は、ごみ減量の観点から指定ごみ袋の枚数や総容量を

増やす交換は行っていません。 

○容量交換例 

交換元の指定ごみ袋引換券 交換先の指定ごみ袋引換券 

２０㍑券２枚 ３０㍑券１枚又は４０㍑券１枚 

２０㍑券３枚 ３０㍑券２枚 

３０㍑券２枚 ２０㍑券２枚又は４０㍑券１枚 

４０㍑券１枚 ２０㍑券１枚又は３０㍑券１枚 

② 交換場所 

  市役所清掃計画課、南・北・中央出張所、関宿支所の各窓口 

 

２ 平成３０年度の指定ごみ袋容量交換制度 

① 交換条件 

ごみ袋を自由に選択することができるようにすることで市民の利便性を改善

することも今後の減量に向けて必要との考えから、今まではごみ減量の観点か

ら指定ごみ袋の枚数を増やす交換は行っていませんでしたが、現在の総容量の

範囲内で交換が可能とします。 

○容量交換例 

交換元の指定ごみ袋引換券 交換先の指定ごみ袋引換券 

２０㍑券６枚 ３０㍑券４枚又は４０㍑券３枚 

３０㍑券４枚 ２０㍑券６枚又は４０㍑券３枚 

４０㍑券３枚 ２０㍑券６枚又は３０㍑券４枚 

 ※アンダーラインの交換は、枚数が増えてしまうため現行制度では交換できないもの 

② 交換場所 

  現在の市役所清掃計画課、南・北・中央出張所、関宿支所の各窓口に公民館、

清掃第一課を加え、１７施設とします。 

資料２ 



指定ごみ袋引換券　容量交換一覧表

ﾘｯﾄﾙ数 券枚数
総容量Ｌ

（㍑数×袋10枚）
ﾘｯﾄﾙ数 券枚数

総容量Ｌ
（㍑数×袋10枚）

ﾘｯﾄﾙ数 券枚数
総容量Ｌ

（㍑数×袋10枚）
注3

1 200
2 400 1 300 1 400
3 600 2 600 (1) (400)
4 800 (2) (600) 2 800
5 1,000 3 900 (2) (800)
6 1,200 4 1,200 3 1,200
7 1,400 (4) (1,200) (3) (1,200)
8 1,600 5 1,500 4 1,600
9 1,800 6 1,800 (4) (1,600)
10 2,000 (6) (1,800) 5 2,000
11 2,200 7 2,100 (5) (2,000)
12 2,400 8 2,400 6 2,400
1 300 1 200
2 600 3 600 1 400 ○

3 900 4 800 2 800
4 1,200 6 1,200 3 1,200
5 1,500 7 1,400 (3) (1,200)
6 1,800 9 1,800 4 1,600 ○

7 2,100 10 2,000 5 2,000
8 2,400 12 2,400 6 2,400
9 2,700 13 2,600 (6) (2,400)
10 3,000 15 3,000 7 2,800 ○

11 3,300 16 3,200 8 3,200
12 3,600 18 3,600 9 3,600
1 400 2 400 1 300
2 800 4 800 2 600 ○

3 1,200 6 1,200 4 1,200
4 1,600 8 1,600 5 1,500
5 2,000 10 2,000 6 1,800 ○

6 2,400 12 2,400 8 2,400
7 2,800 14 2,800 9 2,700
8 3,200 16 3,200 10 3,000 ○

9 3,600 18 3,600 12 3,600
10 4,000 20 4,000 13 3,900
11 4,400 22 4,400 14 4,200 ○

12 4,800 24 4,800 16 4,800

交換先

注4：交換先の空白欄部分は、対応できる券容量がありませんので交換できません。

交換元

20 30 40

20 40

注2：総容量を超えなければ、いくつかの容量を組み合わせて交換できます。

　　　例：30Ｌ券2枚（600Ｌ）　→　20Ｌ券1枚（200Ｌ）と40Ｌ券1枚（400Ｌ）　に変更可。

注3：○印は、交換後、容量が200Ｌ残りますので、加えて20Ｌ袋券1枚（200Ｌ）を交付します。

注5：交換先の(　)欄部分は、交換元券を1枚返却して交換先券と交換します。

30

40

注1：交換先の白抜き欄部分は、交換元と同じ総容量となります。交換先の色塗り欄部分は、

　　　交換元より総容量が減ります。　　
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